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１． 組織の概要

１） 事業所名及び代表者名
三友クリエイト株式会社

代表取締役　春田耕平

２） 所在地 〒４２７－００４６

静岡県島田市若松町２７９７番地

３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
環境経営管理責任者　 春田耕平

担当者 西村涼子

ＴＥＬ　 ０５４７－３７－８７７７

ＦＡＸ　 ０５４７－３７－８８８７

ｅ－ｍａｉｌ haruta_k@maroon.plala.or.jp

ＵＲＬ http://www.3-yucreate.com/

４） 法人設立年月日

５） 決算期 ８月 （事業年度　９月～８月）

６） 事業内容 建設業

７） 許可の状況 ＊一般建設業の許可

　　許可番号　　　　　静岡県知事許可　（搬－1）第　２７６４１　号

　　許可年月日　　　　令和2年2月1日

　　許可の有効期限　令和7年1月31日

　　許可の種類

土木工事業 舗装工事業
とび・土工工事業 しゅんせつ工事業

石工事業 塗装工事業

管工事 水道施設工事業

鋼構造物工事業

許可番号 　静岡県知事許可　（搬－2）第　２７６４１　号

許可年月日 　令和2年12月24日

許可の有効期限　令和7年12月23日

 * 産業廃棄物収集運搬業許可証　（第02201127721号）

　　許可年月日　 6月1日
　　許可の有効期限　令和8年５月31日

　　産業廃棄物の種類

廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物を除く。）、

金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

（石綿含有産業廃棄物を除く。）、がれき類（石綿含有

廃棄物を除く。）、紙くず、木くず　　　　　以上　6品目

：自社運搬のみ対象

*　島田市水道事業指定給水装置工事事業者証　取得　第　１４０　号

*　排水設備指定工事店証　取得　第　８３　号

1-1　事業の概要

解体工事業

平成2年1月8日



１． 組織の概要

活動規模 単位 平成23年度 平成2４年度 平成２５年度 平成２６年度

H23.9～H24.8 H24.9～H25.8 H25.9～H26.8 H26.9～H27.8

売上高（税込） 百万円 111 90 99 141

役員 人 3 2 2 2

従業員 人 5 5 4 4

土地 ㎡ 730.5 730.5 730.5 730.5

建物 ㎡ 202.94 202.94 202.94 202.94

普通車 １台 １台 １台 １台

2tダンプ ２台 ２台 1台 1台

４ｔダンプ １台 １台 １台 １台

0.15バックホー １機 １機 １機 １機

0.25バックホー １機 １機 １機 １機

活動規模 単位 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

H27.9～H28.8 H28.9～H29.8 H29.9～H30.8 H30.9～R元.8

売上高（税込） 百万円 122 143 185 312

役員 人 2 2 2 2

従業員 人 5 5 5 5

土地 ㎡ 730.5 730.5 730.5 730.5

建物 ㎡ 202.94 202.94 202.94 202.94

普通車 １台 2台 ２台 1台

2tダンプ １台 　　　　　　― 　　　　　　― 　　　　　　―

3tダンプ 　　　　　　― 　　　　　　― １台 1台

４ｔダンプ １台 1台 １台 1台

軽ダンプ ― ― ― 1台

0.15バックホー １機 １機 １機 ２機

0.25バックホー １機 １機 １機 1機

活動規模 単位 令和元年度 令和2年度　 令和3年度　 令和4年度　

R元.9～R2.8 R2.9～R3.8 R3.9～R4.8 R4.9～R5.8

売上高（税込） 百万円 306 260 225 245

役員 人 2 2 2 2

従業員 人 5 5 5 5

土地 ㎡ 730.5 730.5 730.5 730.5

建物 ㎡ 202.94 202.94 202.94 202.94

普通車 １台 １台 １台 １台

3tダンプ １台 １台 １台 １台

４ｔダンプ １台 １台 １台 １台

軽ダンプ １台 １台 １台 １台

0.15バックホー 2機 2機 2機 2機

0.25バックホー １機 １機 １機 １機

1-2　事業の規模

使用車両

重機

使用車両

重機

使用車両

重機



２． 対象範囲、組織図及び実施体制 令和4年９月１日現在

対象範囲　：三友クリエイト株式会社　本社（事務所、倉庫）

対象活動　：建設業（土木、とび・土工、石、鋼構造物、舗装、しゅんせつ、塗装、

水道施設、管及び解体工事業）

　環境経営方針.目標の制定.、改訂
　環境管理責任者を兼務
　全体の評価と見直し・指示
　資源（人材、資金、技術）の用意
　経営における課題とチャンスの明確化
　効果的で十分な実施体制を構築し　
　全従業員に周知する

　　活動計画の立案、実施
　　実施状況確認、報告
　　外部苦情受付

　部門の計画立案、実施 　部門の計画立案、実施
　部門の教育訓練の実施 　部門の教育訓練の実施

活動の実施

代表取締役
統括責任者
春田耕平

　代表取締役
環境管理責任者

春田耕平

　文書.記録等の作成
　及び保管、データ処理

現場Ｂ 現場Ｃ現場Ａ

ＥＡ２１事務局
西村涼子

事務部門責任者
西村涼子

常務取締役
工事部門責任者

内藤勝



基本理念

　　三友クリエイト株式会社は、地域社会とともに発展し、より良い環境づくりを

　　実現するため、積極的に環境経営保全活動に取り組みます。

基本方針

　　建設業による環境への関わりを常に意識して、環境負荷の低減と共に、

　　環境経営の継続的改善に取り組み、関係者への利益還元に努めます

１． 省エネ、省資源を推進し，二酸化炭素排出量を削減します。

２． 廃棄物排出量の削減及びリサイクルに取り組みます。

３． 用水使用量の削減に努めます。

４． 環境に関する法規制等を遵守し、地域社会との調和に努めます。

５． 全社員に対して、環境経営方針を周知し，社外に公表します。

6． グリーン購入に努力します。

7． 本業に係わる業務の環境改善への取り組みに配慮します。

平成21年10月25日 制定

平成23年7月20日 改定１

令 和 2 年 9 月 1日 改定２

３．環境経営方針

三 友 ク リ エ イ ト 株 式 会 社

　代表取締役　春田耕平　　　　



項　　目 単位
目標

(令和2年度比）

令和4年度
目標数値

（R4.9～Ｒ5.8）

　二酸化炭素排出量 kg-ｃｏ2 -2% 52859.36

　　売上に対する

二酸化炭素排出量/百万円
〃 -2% 203.31

　購入電力 kwh -2% 6322.96

　　売上に対する

購入電力/百万円
〃 -2% 24.32

　ガソリン使用量 ﾘｯﾄﾙ -2% 4359.72

　　売上に対する

ガソリン使用量/百万円
〃 -2% 16.77

　軽油使用量 ﾘｯﾄﾙ -2% 15440.41

　　売上に対する

軽油使用量/百万円
〃 -2% 59.39

　水使用量 ㎥ -2% 81.34

　混合廃棄物排出量 ﾄﾝ -2% 4.59

　　売上に対する

混合廃棄物排出量/百万円
〃 -2% 0.02

　グリーン購入 品目数 努力 ―

　本業における環境配慮 苦情件数 0 0.00

5

0

83

4.68

0.02

17.11

15755.52

60.6

6452

24.82

4448.69

令和2年度
数値

（R2.9～R3.8）

53938.12

207.45

４．環境経営目標

4-2.   令和４年度の目標値　（R4.9～R5.8）



項　　目 単位
令和2年度

実績
（R2.9～R3.8）

令和2年度
売上に対する実績

（/百万円）

二酸化炭素
排出量

kg-CO2 53938.12 207.63

購入電力 ｋＷｈ 6452 24.82

ガソリン使用量 リットル 4448.69 17.11

軽油使用量 リットル 15755.52 60.6

水使用量 ㎥ 83 ＿

混合廃棄物
排出量

トン 4.68 0.02

グリーン購入 品目数 5 ＿

本業における
環境配慮

苦情件数 0 ＿

※１ 令和3年度～令和5年度の 中長期目標を　令和3年９月１日に策定した。　

努力 努力 努力

0 0 0

-1% -2% -3%

-1% -2% -3%

-1% -2% -3%

-1% -2% -3%

-1% -2% -3%

-1% -2% -3%

4-2．中長期目標

中期の目標は令和2年度の実績、または、令和2年度の売上に対する実績（/百万円）を基にして、削減率を設定します

令和3年度
目標

4（R3.9～R4.8）

令和4年度
目標

（R4.9～R5.8）

令和5年度
目標

（R5.9～R6.8）



1 二酸化炭素排出量の削減

 　　電力使用量の削減 　　（担当者　西村涼子）
　　不要時に照明を消す。
　　パソコンを使用していないときは電源を切る
　　エアコンの設定温度を夏２８°、冬２３°に設定

 　　 全車両のエコドライブの周知 　　（担当者　仲田俊彦）
＊車両使用時は、毎日実行する。
　　不必要なアイドリングの禁止
　　急発進、急加速の禁止
　　早めにシフトアップ、エンジンブレーキの積極使用
　　エアコンの使用を控えめにする
　　車を離れるときは、必ずエンジンを切る
　　効率的な運転ルート
　　タイヤの空気圧チェック
　　不要な荷物を降ろす
＊積載時、都度実行する。
　　過積載のチェック

 　　省エネ型の設備、機器類の導入 　　（担当者　春田耕平）
　　買い換え時に、省エネ型に配慮する
　　買い換え時に、低排気車両の導入を検討する

2 廃棄物排出量の削減及びリサイクル 　　(担当者　春田耕平)

 　　紙 排出量の削減
　　コピー用紙の両面使用
　　業務連絡の電子メール、電子ＦＡＸ利用など、ペーパーレス
　　に努める
　　電子ﾏﾆﾌｪｽﾄの積極的使用

 　　リサイクルの推進
　　ダンボール、雑誌等紙類のリサイクル
　　ペットボトル、瓶、缶類飲料容器のリサイクル
　　工事現場における建設廃棄物の分別

3 水使用量の削減 　　（担当者　内藤　勝）
　　節水、止水の励行

　　水を出したら必ず止める。（蛇口、水栓レバーの確認）
　　水漏れ点検の実施

　　定期的な水漏れ点検の実施 （毎月１回）
　　２か月に一度の使用水量検針票の確認　（地下における漏水の早期発見）

4 グリーン購入 　　（担当者　西村涼子）
　　グリーン購入実施努力（事務用品に限定しない）

5 地域貢献活動、環境配慮 　　（担当者　現場ごとに選任）
　　地域清掃活動に参加、協力
　　騒音、振動等、現場周辺環境への配慮
　　災害時など地域への支援、行政などによる救援活動への協力

５．環境経営計画　（令和4年度）



項　　目 単位 目標 目標数値 目標比 達成

　二酸化炭素排出量 kg-CO2 -2% 52859.36 90% 〇

　　売上に対する

二酸化炭素排出量/百万円
〃 -2% 203.31 96% 〇

　購入電力 kwh -2% 6322.96 101% ×

　　売上に対する

購入電力/百万円
〃 -2% 24.32 107% ×

　ガソリン使用量 ﾘｯﾄﾙ -2% 4359.72 75% 〇

　　売上に対する

ガソリン使用量/百万円
〃 -2% 16.77 79% 〇

　軽油使用量 ﾘｯﾄﾙ -2% 15440.41 95% 〇

　　売上に対する

軽油使用量/百万円
〃 -2% 59.39 101% ×

　水使用量 ㎥ -2% 81.34 106% ×

　混合廃棄物排出量 ﾄﾝ -2% 4.59 111% ×

　　売上に対する

混合廃棄物排出量/百万円
〃 -2% 0.02 106% ×

　グリーン購入 品目数 努力 ― ― ―

　本業における環境配慮 苦情件数 0 0 ― ○

購入電力のCO２排出係数　0.383ｋｇ-CO２/ｋｗｈ　使用　静岡ガス（株）

*目標未達成の要因

　混合廃棄物量及び　購入電力は、工事件数が増えたことにより、未達成となった

*目標未達成の是正処置

２０２１年

工事件数と売上の比較 工事件数 （件） 295

〃 比率 1.06

売上高 （万円） 225

〃 比率 0.87

　水道使用量は、漏水個所の確定に時間がかかり増加した

今後も意識して取り組みを継続していく

期間　令和4年9月～令和5年8月

基準年度実績
（令和2年度）

実　　績
（令和4年度）

53938.12 47723.68

6452 6360

4448.69 3256.93

15755.52 14624.7

83

13.29

60.6 59.69

６．環境経営目標の実績

基準年度に対する今年度の実績は以下の通りです

令和2年度売上　260百万円

令和4年度売上　245百万円　で計算

〇　：達成　　　△　：努力必要　　　☓　：未達成

207.45 194.79

24.82 25.96

17.11

4.68 5.1

5 9

0 0

0.02 0.02

86

1

331

1.19

245

0.94

２０２０年 ２０２2年

279

1

260



1.　使用量の実績

項　　目 ガソリン（L） 軽油（L） 購入電力（ｋｗｈ）

30年度 5078.52 15975.91 10382.28

令和元年度 4103 18338.6 6553

令和2年度 4448.69 15755.52 6452

令和3年度 4130.24 17447.46 6921

令和4年度 3256.93 14624.7 6360

　*　軽油は、重機等の工事車両で使用します。工事の内容によって大きく変化します。

　*　ガソリンは、大半が通勤車両によるものです。あまり増減はありません。

　*   30年度の購入電力は、工事現場の仮設電力分が大きかったため、高い数値となっています。

実績のグラフ
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売上百万円に対する使用量

二酸化炭素排出量

購入電力（ｋｗｈ）

ガソリン使用量（L）

軽油使用量（L）

売上百万円に対する使用量

実績のグラフ

13.29

59.69

目標数値

203.31

24.32

実　　績

194.79

59.39

2.　売上百万円に対する使用量の実績

25.96

16.77
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NO 環境負荷項目 単位 使用量 二酸化炭素排出量 料金（円）

1 電力1（静岡ガス） kwh 6360 2435.88 200,647

2 ガソリン L 2753.6 6388.35 487,909

3 ガソリン（現場） L 503.33 1167.73 88,823

4 軽油（現場） L 14624.7 37731.73 1,736,736

5 一般廃棄物（無償） kg 275

6 一般廃棄物（有償） kg 929511.6 1,686,180

7 上水 m3 86 12,584

4,212,879

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　

環境負荷項目の金額比較です。

工事現場で80％しめています。

　「34期負荷のチェック」集計結果による二酸
化炭素排出量の割合です。

　軽油．ガソリンで全体の90％以上をしめてい
ます。

実績のグラフ

3.　環境負荷項目　二酸化炭素排出量及び料金

合計

　　　　　　　　　　　　購入電力の CO２排出係数　0.383ｋｇ-CO２/ｋｗｈ　使用　静岡ガス（株）

電力1（静岡ガス）

5%

ガソリン

13%

ガソリン（現場）

3%

軽油（現場）

79% 二酸化炭素排出量

電力1（静岡ガス）

5%
ガソリン
12%

ガソリン（現場）
2%

軽油（現場）

41%

一般廃棄物（有償）
40%

上水
0%環境負荷要素の金額比較

電力1（静岡ガス）

ガソリン

ガソリン（現場）

軽油（現場）

一般廃棄物（有償）

上水



７．環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

項　　目 単位
目標

(令和２年度比）

令和5年度
目標数値

（R5.9～R6.8）

　二酸化炭素排出量 kg-CO2 -3% 52319.98

　　売上に対する

二酸化炭素排出量/百万円
〃 -3% 201.23

　購入電力 kwh -3% 6258.44

　　売上に対する

購入電力/百万円
〃 -3% 24.08

　ガソリン使用量 ﾘｯﾄﾙ -3% 4315.23

　　売上に対する

ガソリン使用量/百万円
〃 -3% 16.60

　軽油使用量 ﾘｯﾄﾙ -3% 15282.85

　　売上に対する

軽油使用量/百万円
〃 -3% 58.78

　水使用量 ㎥ -3% 80.51

　混合廃棄物排出量 ﾄﾝ -3% 4.54

　　売上に対する

混合廃棄物排出量/百万円
〃 -3% 0.02

　グリーン購入 品目数 努力 ―

　本業における環境配慮 苦情件数 0 0.000

207.45

6452

24.82

4448.69

17.11

15755.52

60.6

83

4.68

0.02

5

53938.12

７-１　次年度以降の中長期目標

令和2年度
数値

（R2.9～R3.8）



７．環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

次年度の取組内容
（令和5年度）

◎ 活動計画の取組を継続

◎ 活動計画の取組を継続

◎ 活動計画の取組を継続

◎ 活動計画の取組を継続

◎ 活動計画の取組を継続

◎ 活動計画の取組を継続

◎ 活動計画の取組を継続

◎ 活動計画の取組を継続

◎ 活動計画の取組を継続

◎ 活動計画の取組を継続

◎ 活動計画の取組を継続

◎ 活動計画の取組を継続

- 活動計画の取組を継続

◎ 活動計画の取組を継続

◎　：徹底できている ○　：実施できた △ ：努力が必要 ×　：未実施  　　 ―　：該当なし

徹底できている

徹底できている

買い替え時に、省エネ型に配慮する -

効率的な運転ルート

タイヤの空気圧チェック

不要な荷物を下ろす

　　省エネ型設備、機器類の導入

過積載のチェック 徹底できている

取組内容（令和4年度）

　　　　　　電力使用量の削減

ガソリン、軽油の使用量の削減

７－２　次年度の環境経営計画の取組内容

徹底できている

エアコンの使用を控えめにする

徹底できている

徹底できている

徹底できている

徹底できている

設定温度を踏まえて、室温
を調整した

不必要なアイドリングの禁止

評価

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

買い替え時に、低排気車両の導入を検討
する

重機１台入替

不要時に照明を消す

車を離れるときは、必ずエンジンを切る

パソコンを使用していないときは電源を切
る

エアコンの設定温度を夏２８°、
冬２３°に設定

徹底できている

徹底できている

徹底できている

急発進、急加速の禁止

早めにシフトアップ、エンジンブレーキの積
極使用



次年度の取組内容
（令和5年度）

◎ 活動計画の取組を継続

◎ 活動計画の取組を継続

◎ 活動計画の取組を継続

◎ 活動計画の取組を継続

◎ 活動計画の取組を継続

◎ 活動計画の取組を継続

◎ 活動計画の取組を継続

◎ 活動計画の取組を継続

◎ 活動計画の取組を継続

◎ 活動計画の取組を継続

◎ 活動計画の取組を継続

◎ 活動計画の取組を継続

◎ 活動計画の取組を継続

◎　：徹底できている ○　：実施できた △ ：努力が必要 ×　：未実施  　　 ―　：該当なし

グリーン購入実施努力 実施できている

地域清掃活動に参加、協力 積極的に活動できた

騒音、振動等、現場周辺への配慮 積極的に活動できた

災害時など地域への支援、行政などによる
救援活動への協力

積極的に活動できた

水を出したら必ず止める 徹底できている

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減
及
び
リ
サ
イ
ク
ル

工事現場における建設廃棄物の分別 徹底できている

徹底できている

段ボール、雑誌等紙類のリサイクル 徹底できている

ペットボトル，瓶、缶類飲料容器のリサイク
ル

徹底できている

コピー用紙の両面使用

業務連絡の電子メール、電子FAX利用な
ど、ペーパーレスに努める

主要工事における、電子マニフェストの積
極使用

徹底できている

徹底できている

地
域
貢
献
活
動

、

環
境
配
慮

地域貢献及び環境への配慮

取組内容（令和4年度）

　　紙排出量の削減

　　リサイクルの推進

　　節水、止水の励行

　　水漏れ点検の実施

グ
リ
ー

ン

購
入

グリーン購入の推進

評価

水
使
用
量
の
削
減

２ヶ月に１度の使用水量検針票の確認（地
下における漏水の早期発見）

徹底できている

定期的な水漏れ点検の実施（毎月１回） 徹底できている



１．環境関連法規等の取りまとめと遵守状況

　　当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

適用対象 法規、条例、規則 適用内容または規制基準値 備考
遵守
状況

建設リサイクル法 指定物品のリサイクル化
再資源化等の実績記録の
作成、報告、保管義務

○

建設業法 建設現場の環境配慮対応 環境問題の未然防止 ○

廃棄物収集、運搬及び処分業
者との委託契約

契約（書）の締結 ○

マニフェストの保管、管理
A、B2票，Ｄ票,E票保管
5年間

○

マニフェストの期間内返却の
確認

90日以内または180日
以内の返却確認

○

産業廃棄物交付等状況報告 県知事、年１回６月末 ○

排出業者：受渡確認伝票発行 ○

処分業者からの受領証　受取 ○

投棄禁止 不法投棄を行わない ○

廃棄物の悪臭､飛散防止
仮置場や車両荷台を　シート
で覆う等

○

掲示板の設置 ○

多量排出業者の産業廃棄物処理
計画の作成及び県知事への提
出、実施状況の報告

〇

静岡県産業廃棄物
適正な処理に関する条例

産業廃棄物管理責任者設置
委託先の実地確認

法令順守と体制整備
年１回状況確認と報告

○

環境基本法 一般的な自主努力 -

地球温暖化対策
推進基本法

温室ガス抑制措置 自治体制への協力 -

循環型社会形成
推進基本法

３Ｒへの努力
廃棄物等の内､有効な物の
循環的な利用促進

-

グリーン購入法 環境物品の購入 事業者の一般債務 ○

家電リサイクル法 指定家電の適正処分 冷蔵庫、エアコン等 ○

ＰＣリサイクル法 OA機器の適正処分 パソコン、モニタ他 該当なし

自動車リサイクル法 引取業者への引渡し リサイクル料金の支払い 該当なし

消防法（危険物の取扱い） 火災の予防
危険物施設、物品の取扱いと
火災予防

○

浄化槽使用開始届け 現事務所に移転時 ○

定期清掃 1年に一度 ○

保守点検の実施 ３ヶ月に１度 ○

水質検査 1年に一度 ○

フロン排出抑制法
エアコン搭載バックホーの簡易
点検

３ヶ月に１度 ○

２．違反、訴訟等の有無

　　関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟も、過去３年間ありませんでした。

８．環境関連法規等の遵守状況の確認
及び　評価の結果、並びに違反、訴訟等の有無

建設業
土木工事

浄化槽法

令和5年11月20日　遵守確認日

電子ﾏﾆﾌｪｽﾄへ３日以内の
入力

代表者　春田耕平 　 遵守確認者

事業者
全般

＊　「―」については、遵守状況を評価する法律ではない。

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律



記入者氏名

評価年月日

ﾚ

ﾚ

ﾚ

ﾚ

ﾚ

ﾚ

ﾚ

ﾚ

変更の
必要性

1 環境経営方針 有.無

2 環境経営目標.計画 有.無

3
環境経営計画と
取組み項目

有.無

4 環境に関する組織 有.無

5
その他のシステム要
素

有.無

6
その他
（外部への対応等）

有.無

見直し項目

代
表
者
に
よ
る
全
体
の
評
価
と
見
直
し
の
指
示

全体評価.コメント
（環境経営システムの有効
性、環境への取組の適切
性等）

昨年以上に少額工事が増え、看板作成、訪問挨拶などの準備工
事、また書類作成業務などで多忙な１年でした。そのような中で、毎
年数値が減少傾向にあることから、ＥＡの取組が身についていると感
じられました。今後も現状を維持できるように、取組を意識して、活動
を継続していきたいと思います。

6 問題点の是正.予防処置の実施状況

7
取引先、業界、関連行政機関、
その他の外部動向

8 その他

９．代表者による全体の評価と見直し・指示

見
直
し
関
連
情
報

項目

1年間苦情はありませんでした。外部コミニュケーション.対応記録

確認（必要に応じ評価.コメントを記載）

各年ごとの数値は減少傾向にあるが、目標未
達成部分があった

2 環境経営目標及び目標達成状況

3 環境経営計画及び取組実施状況

　代表取締役　春田耕平　　　

春田耕平

令和4年11月25日
「代表者による全体の評価と見直し」の結果

三 友 ク リ エ イ ト 株 式 会 社

1 ＥＡ２１文書

変更「有」の場合の指示事項等

4 環境関連法要求一覧及び遵守状況

5


